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大欝1谷変質帯および大灘1携流水の地球イ篶学的叢騰

伊悪蕪澹／郎　　 大久季墨爵鳶牽量

　1）　箱根，大涌谷の変質帯および大涌州㎞1コニ流の懸　郵の

欝蕪豊蕎議夢　湿1斐肇水比抵抗を測定し，そ窮）結果につレずぐ

種々考遷した．

　鷺）嬢轟谷の変質潜の地鷺纐二学的環境の進化は遵）聾

董11条件により，シの｛洛があることをみいだした。

その一つは1）難『3付藁猛ラ　叢嶽緯（）鞍v付謹猛涛識ら始窟勢ヲ

薫藩懇稲鼻近，熱1蓋淑）（）夏uv付近に至葛もので，璽嵐が岩石に

影欝を霧・える焦合の，懸常グ）撚化径1絡と崖跨え彰津しる。　穐の

一一肇は幽は鞘憩一の条蠣：から1灘発し，緯資付近，翻蓋5｛）o

mV付近に進むもので，噴気の混。入によ塾強酸性となつ

た糞艶㎜ド7親の圭、薪！をi受けた櫨合の、醜イ菰雀殿糞各と肇蓄えら才もる．

　湧　』を二雛の鍵擁嬉一1章的環境と既存の地嚢地質図との闇

に禽惹の関係はみいだし得なかデた。

　蔓）　大涌州の蓋》蕪渉鑑無，水辻餐難完》濫度グ）溝暴欝におけ

楼変化図を作墾，その簗化の程度は主とL、・て流量．に関係

することをづ糞乳、．た、，

　岱〉　．大繍川流路誉二1二葦むころどころ載凛勇出し・ている妻織．製：承

の各測定揺1：はよく漢難以してお勢，蓄垂鷺繭後ラ墾1｝磁（）犠鷺V

l鱗後（一、、、、だけ…割｛）mVを鯨しプと1ものがあった），雌く比

抵勢領憩毒黛…む撒糞雛愛要1慰慶5G～叙）繁であ一った．　（綾術蕪／）

物理探萱法瓢よ愚箱機火霞性地すべり地箒偽研究

柴藤騰搭 ノ1、・林　禽彗

　罐菰搬拶獲は火鎗雛三置撫すべりま麹帯にオ釜ける物招三をもとにし、

た蟻i・体の考韓違錘分布を1粥らか轍することを1灘めとした1も

鐙で，方法として獄，火山地帯の硬慶的地下構造を雛舅

するにもっとも適切描謬え爵れる比抵抗法を三祉じ，凄）

わせて土麓観華llみ講壽黄分の分布轍関係をもつことの多

い麟然電位法を用いた1葛窟た穿岩貰の輩疑ぎによる磁／盤i

の縫化を研究するために広範囲にわたつて磁惹測定を行

なつた。その飽火1．Ll蟹償気ガヌによ愚鰻；脊放射能強慶の

斐勤断擦　祷等グ）存在の／祭知に役立つことの多い放射能

1祭1趨鐘）行な、やた、

　比抵抗法の繕渠は岩宥の籔欝の度合を表現する分布図

を得られたが，抵抗の低い地下水の舞響のため，深度的

には，変質による硬軟の度合とは違一、）た結果が得られた

ところゆ蕊あ㎡）た，ようである“

率樽網馨鍔怨努　　　襟鰻穣“鮪

　昭撫翠馨？購1黛韓擁蔦瑚に輪いで翻権、、

　窺然電位法の結果は墾熱輪岩の変質の嚢わぬ　蓼．豊い地帯

のみに麟叫蓬位（一 1憩驚V／がi璽オ、れ，強い変質地帯は捲

どんど毒繁常博畷慰めら才もなかった、

　放射能探査の結果も，1｛然電位ど鑓様に，驚質騨）弱い

安由蟹地帯のみ，7線強度がごく少し強く（慮　搬丁㌔剰

輪婁変震のはげしい揚所は爵懸わめて低い劉線強度（5

×1｛y晦茎堂撫）を葺ミしたぴ

　磁気探嚢法の結果は火IL網織戴によ導彊、度の変毫地二

の，磁気変鋤は土30鍾以内のわずかなものに焦まる

が，変質のあまり行なわれていない地帯／薦戯・ては各測

、1、穣ごと麺葦箸し、い磁轡三の変鋤を示した9

　以上のように，種々の物薫雛巽査法を火山性地すべ勢地

帯の探i査に勲」用す津Lば登地嚢からみただけで／愈判甥園葵建

な、ツアクターについて饗璽々のデー一タがイ．購ゆれヨ防災ダ）観

、轄から，そ偽地区の総≧舎覇」断をする場合に重藝な資麟・と

なるものと考えられる．　（物曝探1査部）

　　　　　　ヱ累拶ギー資1原について

　　　　　　　　　　　寮梅蛇　顯，之助

　　罵石濾ダ）一鎚驚タ」虹の…濡弩罫といわれ覆ミ）ように漁ネルギ

・一は麟の産業経済を支える原動力で，各國のこ鷲ネルギ“

轄鐸雄　蒙1それらの1劃々4）欝1カを示している、，また灘界の

瓢ネルギー一消費黛は年々増繍し，ほぽ鎗年後には現在の

消費量の驚倍とも予霧／蔭審れているがラ覇叡もま・た例外で

はな．い価　したカ～やてエネルギーグ）不足畷　ることがあやて

も事すぎることはなレ・。

　世難におけ葛エネノレギー一の翻力はすで拠石炭から石瀬

慰移って秘・るが，ごれらの瓢ネノレギー資源も慧α漱綻でお

わ塾，撫界ヂ）大勢は原子力諜ネルギー一縛代に入鯵っっあ

為）伏況である⇔　しかし．原子力考司用に遥，灘ストそのほ力斗種

種の問題があって，開発利用は予定よ参魂）かなりおくれ

ている．

　エネノレギ乱一資源に鶴鶏まれてマ・磁い1彰本と乱ノ“ぐ韓綻誰ユ

ネノレギ濠一対1策糞，とくに資1原麟か鍵みた；疑！劉謂1灘をξ鮒立

し，瓢ネルギー資源を確保することが膿要である。すな

わ雰・瓢ネノレギーをよ！）安く，よ塾達　1に供給する菰とは

顛民の生活ラ経済の向卵1二にっ濠がるわけで，灘濾と原子

力との時代融谷闇をうめること，外国の謙ント罫い｝ルを

うけない安全供給ができる醒内にお1ナる黒ネルギー一欝源

の開発か望寒しい，、

　もちろん圏外的には職濾（．努然ガ猟も奮めて）資源確

影農に　カづ覗る一・阻方夢国内的にはすでにイタ！ター曼瓢瓢一

ジ㎞嘩ンドなどで開発利用されてV・る地熱資源の探査，

醐発に全力を集呼…すべきであるさ　G螺難疑1麟事務1勤
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趨深騰地下水駄ひい℃

隔賑　　登l！

　趨深羅艶下水とは，従来の深麟地下1逡く鶴胚胎する蟻層

よ参も下位の地／にll拳、存する広義の地下水から，化石海

水を除いたものである．しからば，深縢，地下水を胚胎摩幌

る地鰯と，超滋／疑鉱1水翻賦善ヂ／皿る地騰歌の境界は爵実

際闘態とLて，どこに鐸．まかれ愚べ奏であろうか・譲1瓢㌧わ

が麟では，一・般1蔚響，臨下水とされているも鐙の大部分

を胚胎しているミンヂルー辞，猟轟．／氷馨繭後の堆積彗勢とタ

その下に横たわ愚下部1更新統一鮮新統に二！罵する堆積吻と

麟隙こ，鱗斜不壌・ξが認められぞ蕩合が多いので声鶏

のような壽　摯には，燕の不整禽灘をもッて．Lに述べた境

界とするのが懸利である、、こ1の深要気合は春蕪部時階の重磁

驚（福田，欝縫1緯磁）によ艇）て生じたものであ愚。し

かL〆湊この不整1．享が認め1れない場合も凌）る融で｝…一般

的な定義としては・上総矯群およびその㌍当／轄鶏尽ら

びにそオ　軌り下位の蝿三／軍箒軽1に賦存する鷹義もマ）地下水か

ら，化饗海水を1徐いたものを超深／、曇地下水とすべ巻であ

為“欝隔際i糊纒、激しては撃揚水レ易い大量融鱒ぎ『ド水がある

ので，地寿　1迄に賦葎す萎煮と1訣考え難い融で，超深麟地・

iぞ水を胚胎する地層は，せいぜい申新統止雛であろ飢

　超深！縷地下水の生い立ちを地質勲擁に調べてみ懲ξ訪

菰れには≧欠4）種矧！が考えら寒㌻る、ン

　第蓋種　　墨三と転．て湖成層額どの隆成麟中に賦存す為も

　　　　　（／〉

　第b頑臓主纏て｛慕石水魁な懲》）
　第P｝董鎌種　 1三としてイヒ翼水雰置換した天水漆篤らなる

　　　　　　　　も蔚，）

　第驚種　主として海威寿1中に賦存するもので㌧化蒸海

　　　　　湾くをl／典した．天穿ドか嘉なるも¢）

　以、1　）なかでラ　欝亙載，妻｝の両醜種を琶別曝嘔るこおは

C紅霧　　Σのような検1雄し　　い指標となるものがな㌢・た二め

技術的にもかな！》厄介であるばか！）でなく，灘面考えら

れ鳥利壌灘＿おいても，その瞑二鯛を必要としない場合が

多い。　しかU，定嚢iか夢縣接1，寧かれるように茸、第黛種に

灘種の鷺別が認められない瓢おと関連して，この区別は

学童術的にはきわめ璽ぐ嚢 要なものと琴蓼え幅ら津しるゆ

　第黛種の超溜簾地下水訟化石海水とは，漸移している

ように愛1れ勝ちであるカ㍉理論的にも，求た実例につ

いてみても，爾者の1界はかな聾はっき妻している。こ

れは夢　天灘くとイヒ石海水との／妾触講を遜して擁亀なわ鳶もる1容

存物叢の牽麟3は季拡散辮舞こほかならない鵡とによるも

ぎ）噂で蜜）る奪

讐

　定常状懸において行なわれ導拡散は，次の難濾の拡

散方程．式に駈》て承される法則轍支醗される・

　　　　　　　　　醒ン
　　　　、？瓢…澄雛一 響　　　　　　　　　　（夏）
　　　　　　　　　慶、

とこに鮮　渥1物質が拡散するブぎ向にとった覆義標

　　　　ε1撞；散する馨御懸の黎翻斐

　　　　51薄軸に垂灘な単勧断瀬積を通遇し　鶴単位

　　　　　時問内紅穆動するど1勿繋蓄の藪

　　　　βジ拡散定数

　接触後の時隣μ鵠一〇グ）時艶　・嘉一〇の、、、紅を通る醸を境と：

して，　負｛則4残農｝鷺C登の欝液数，驚撫に畦農度（）¢著容液と

が接㌧ている場禽群任煮の護および潟における濃痩をご

また誤差関数を難ヂで現わすと婁　（蕊｝式の解は次の式で与

え㌦濠㌻る　（浄ギ嚇㌧　笈！矯3）G

　　　　鑑蟻卜超ゼ億デ万，，ゴ）『1（幻

　慰際問題としては，多孔質媒質中における拡散を考え

癒ければならないが驚この．嚇合の拡散の趨る断難1積麺対

する舞、撚抑拡散定激βは，輿の騰櫨激紐福地／馨妻

係数を～㌧廉た孔隙率をφとすると，次の式で与えタれ

樽、，

　　　　～）漏豊塾　　、　　　　　　纏）
　　　　　　　纐

　窯た，．晃掛けの拡散定数匠）を全面積について定義すれ

ば，

　　　　　　　η韓
　　　　業，）蹴 隔　　　　　　　　　　　　　　　　（喚1〉
　　　　　　　ずf奪

、撫なる（難離職灘・瓢l　J蟹灘蕪鱒醤，至蟹灘〉、，すなわち黛多孔

質媒護中における拡散を考える場禽には，鱒式のβζ｝を

縫！式の論Eとす離．ぱよいことになる黛

　　　　　　　　　　　　　　　　　ダリー一ン’サンド中において筆N紙護を溶存する水軋濃

度（7のと淡水とが水τ／纂方1鵜紅接した場舎に1ついて1汁算し

てみると，接触後婆醗万年を経過した後でも藩蹴一船瞬蒸

および十船雛灘のところにおけるN麟蒙1¢）濃度は夢（為の

それぞれおおよそ○．嚢および○．撫な・1ブぐいるにすぎな

い．憲た，慧○○万1・を経過した後で雀｝，、無記の書農度を禽

する地、、、蕪譲肇それぞれ懇およそx牒一銭（｝墜滋および　・ト蕪○○

聡のところに移動する／誘町ぎない．すなわ歩　塩水と淡

水との漸移帯の編は，接触後数雑○万年を経過した後で

も餐姦かなものである瀞

　地質調査所と）ても，この熱を利用できる新Uい水資

源の正体をさらに明らか齢するとともに，ぞの賦存が予

測される諸平野における埋蔵量を把握してジその含理的

な開発・利壌に必要な基縫資料を早急紅整備しなければ

ならない。　　　　　　　　　　　　　　　（！然料嘉欝〉

§襲一一（轍蕪）




